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賢材研究会 2008 年度 実績報告書 

⼭形⼤学 ⻄脇智哉 

１． 研究テーマ 

・ ⾃⼰修復コンクリート 

 

・ ひび割れ周囲で発熱し、埋設パイプを融解、補
修剤をひび割れに充填し補修する 

・ ⾃⼰診断材料と補修剤保護パイプを⼀体化し、
熱伝導と施⼯の効率化を検討 

・ 強度、剛性、⽔密性など、回復効果の評価に関
する検討を実施 

・ 超⾳波⾳速 CT 技術 

 

・ 柱の全周に超⾳波の受発信プローブを取り付け、
⾳速を計測・集積し、画像化 

・ 表⾯処理なしで⾳速計測し、断⾯内の⾳読分布
を相対的に可視化する 
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既設 RC 柱の内部を超⾳波⾳速 CT により可視化 

電流 

補修剤 

⾃⼰診断材料を利⽤した⾃⼰修復コンクリート 


